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湯
沢
町
町
民
憲
章

霧丞絶

/~‐

６
月
２７
日

（金
）
午
後
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
前
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
Ｂ
Ｓ
‐
２
の

番
組
「１
０
０
０
人
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
収

録
が
行
わ
れ
、
１４
組
の
方
が
出
演
し
ま

し
た
。
８
月
Ю
日
放
送
の

「お
―
い
日
本

今

日
は
と
こ
と
ん
新
潟
県
」
の
予
告
番
組

で
、
Ｂ
Ｓ
Ｉ
２

（全
国
放
送
）
と
総
合
テ

レ
ビ
（新
潟
県
の
み
）
で
今
月
に
放
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

湯
沢
町
の
自
慢
や
Ｐ
Ｒ
、
我
が
家
の

出
来
事
な
ど
、
三
一一ロ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

国民年金保険料の免除の手続きはお早めに。2
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１
３
，
３
０
０
円

（平

成
１５
年
度
）
で
す
が
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
保
険
料
負
担
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

「申
請
免
除

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度
に
は
「全
額
免
除
」
と
「半
額
免
除
」

の
２
通
り
あ
り
、
原
則
前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
判

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額

・
半
額
免
除
の
基
準
は

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
は
、
全
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
通
常

の
３
分
の
１
、
半
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
通
常
の

３
分
の
２
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
半
額
免
除
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
場

合
は
未
納
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
，

平
成
１４
年
４
月
か
ら
平
成
１５
年
６
月
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

・
承
認
さ
れ
た
方
で
引
き

続
き
、
７
月
以
降
も
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
は
１０
年
前
ま
で
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る

「追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
聞
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所

阻
７
７
０

●
２
２
１
１

,

保
険
料
の
免
除
の
手
続
き
は
お
早
め
に

本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもがそれぞれの場合のいず

れかに該当していることが必要です。

全額塊除の対象―と|なる機保険者'・

①前年の合計所得金額が次の額以下のとき

○扶養親族等がいる場合― (扶養親族等の数+1)× 35万円+24万円
○扶養親族等がいない場合…35万円

②被保険者又は被保険者の属する世帯の他の世帯員が、生活保護法による生活扶助以外

の扶助その他の援助であって、厚生労働省令で定めるものを受けるとき

③地方税法に定める障害者・寡婦の人で、前年の所得が 125万円以下のとき

④保険料を納付することが著しく困難である場合         ・

申請のあった日の属する年度又はその前年度において 1
0震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額が財産の価格のおお
むね 2分の 1以上である損害を受けたとき
○失業により保険料を納めることが困難と認められるとき

○事業の休止又は廃上により厚生労働省が実施する離職者支援資金貸付制度による

貸付金の交付を受けたとき        E
※④の事由による場合は、申請の際にその事実を明らかにすることのできる書類の添付
が必要となります。

半額免除の対象―となる被保険奢

①前年の合計所得金額が 68万円以下のとき

※扶養親族等があれば、その有無及び人数に応じて加算されます。
又、所得の額の計算において、各種控除 (生命保険料控除、寄付金控除等は除く)が
あります。

②被保険者又は被保険者の属する世帯の他の世帯員が、生活保護法による生活扶助以外

の扶助その他の援助であって、厚生労働省令で定めるものを受けるとき

③地方税法に定める障害者。寡婦の人で、前年の所得が 125万円以下のとき

④保険料を納付することが著しく困難である場合

申請のあった日の属する年度又はその前年度において

○震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額が財産の価格のおお

むね 2分の 1以上である損害を受けたとき
○失業により保険料を納めることが困難と認められるとき

○事業の休止又は廃上により厚生労働省が実施する離職者支援資金貸付制度による

貸付金の交付を受けたとき

※④の事由による場合は、申請の際にその事実を明らかにすることのできる書類の添付
が必要となります。
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都
市
計
画
審
議
会
と
は

〉
奉
各
◇
Ｏ
拳
拳
傘
寺
み
拳
拳

〉
つ
今
争
学
）
＋
今
◆
◆
＋
学

〉
今
◆
學
争
◇
拳
◆
◆
幸
↑
◆
学

幸

■

＋今

〉今奪

'今舎

ケ五〉
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争

６
月
１３
日
付
け
で
湯
沢
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員
が
任

命
さ
れ
、
６
月
２６
日
に
開
催
さ
れ
た
湯
沢
町
都
市
計
画
審
議

会
で
会
長
に
岸
野
雅
人
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
委

員
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
を
調

査
審
議
す
る
た
め
地
方
公
共
団
体
に
置
か
れ
た
附
属
機
関

で
す
。
都
市
計
画
は
町
の
将
来
の
姿
を
決
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
町
民
の
生
活
へ
も
大
き
く
影
響
を
及
ば
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
都
市
計
画
の
決
定
に
際
し
行
政
機
関
だ
け
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
学
識
経
験
者
や
関
係
行
政
機
関
の

職
員
、
議
会
議
員
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
審
議
会
の
調
査
審

議
を
経
て
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
委
員
会
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
町
の
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

，　
①
学
識
経
験
の
あ
る
者

（１
号
委
員
）
　

６
人
以
内

②
町
議
会
議
員

（２
号
委
員
）
　
　
　
　

２
人
以
内

③
関
係
行
政
機
関
の
職
員

（３
号
委
員
）

３
人
以
内

④

一
般
住
民

（４
号
委
員
）
　
　
　
　
　
３
人
以
内

冬
ヽ■◆

少今
◆↓学
今ウ幸 と

呼
」
〓

委員の種別
氏 名
(敬称略)

職業等
任 期

‐(1号委員及び 4号委員は 2年)

会 長 1号 委 員 岸野
!雅
人 湯沢町商工会長 平成 15年 6月 13日～平成 17年 6月 12日

副会長 1号 委 員 官田 良男 湯沢町建築士会 平成 15年 6月 13日～平成 17年 6月 12日

1号 委 員 長松 憲昭 湯沢町温泉旅館組合長 平成 15年 6月 13日～平成 17年 6月 12日

1号 委 員 原沢 一成 湯沢町農業協脚組合長 平成 15年 6月 13日 ～平成 17年 6月 12日

1号 委 員 本田 一郎 湯沢町観光協会長 平成 15年 6月 13日 ～平成 17年 6月 12日

2号 委 員 今村 定一 湯沢町議会議員 平成 15'年 6月 13日 ～在 職 中

2号 委 員 南雲 正美 湯沢町議会議員 平成 15年 6月 13日 ～在 職 中

3号 委 員 西井 洋史 湯沢砂防事務所長 平成 15年 6月 13日 ～在 職 中

3号 委 員 杉 村  明 長岡国道事務所長 平成 15年 6月 26日～在 職 中

3号 委 員 石田 忠義 六日町土木事務所長 平成 15年 6月 13日 ～在 職 中

4号 委 員 南雲 政子 主婦 平成 15年 6月 13日 ～平成 17年 6月 12日

4号 委 員 高野 一郎 旅館業 平成 15年 6月 13日 ～平成 17年 6月 12日

現在NTT土樽局においては、ADSLの 設備がないため、湯沢・神立地区では利用可能のADSLが 土樽地区で
は利用不可能で、NTT土樽局へのADSL設 備の導入予定は全く期待できない状況でした。
しかし、先日、加入受付件数が 200件になればNTTで 土樽局にADSL設 備の導入を検討してもらえるという話
がありました。・つきましては、インターネットご利用の方を中心にADSL加 入希望の方の申し込みをお願いします。

―
詳しくは…土樽地区ADSL整 備推進会 T[L780-7070 E― m封 |:adsI@eydud.ip
※NTT関 連企業とは全く関係なく、純粋に上樽地区にADSL導 入のため、ボランティアで集まった会です。
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『

，　
中
山
間
地
域
整
備
事
業
の
１
つ
と
し
て
、
旭
原
に
「旭

原
花
の
郷
活
性
化
施
設
」
が
、
県
に
よ
り
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
来
館
者
が
物
づ
く
り
‐

を
体
験

。
見
学
で
き
る
施
設
で
す
。

そ
ば
打
ち
、
と
う
ふ
作
り
、
味
噌
作
り
、
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
、
手
焼
き
せ
ん
べ
い
作
り
、
米
粉
パ
ン
作
り
、
ジ
ャ

ム
作
り
、
笹
だ
ん
ご
作
り
、
あ
ん
ぼ
作
り
他

わ
ら
細
工
、
竹
細
工
、
押
し
花
、
山
野
草

レ
ン
ジ
メ
ン
ト

フ
ニ

呪
―
ア

そ
の
他
、
観
光
や
人
材
育
成
、
農
業
振
興
な
ど
幅
広
い

分
野
に
も
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
旭
原
花
の
郷
活
性
化
施
設
の

愛
称
を
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
方
に
は
素
晴
ら
し
い
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

【応
募
期
限
】

８
月
３‐
日

（日
）
　

　

　

　

・

【発
表
】
　
　
　
　
　
　
　
　
一

９
月
３０
日

（火
）

広
報
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

【応
募

・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課
　
阻
７
８
４

●
４
８
５
０

ｍ
ｌ
〓
ω
一
一
中
∽
ω
う
山
＜
ｏ
Ｃ
⑥
計
ｏ
〓
３
・
＜
Ｃ
Ｎ
ω
〓
ω
・
コ
一
一
ｍ
ω
計
ω
・
」
０

紫
紫
紫
紫
紫
紫
紫
紫
紫
紫
業
紫
紫
紫
紫
紫
業
業
紫
紫
紫
紫
紫

業
紫
紫
業
業
紫
紫
紫
紫
業
紫
紫
紫
紫
業
紫
業
業
業
業
業
紫
紫
紫

紫紫業紫
紫

業業業業業紫紫紫紫紫紫紫業業詣紫紫紫業業紫紫紫時紫業紫紫業業紫監業紫紫紫紫業紫紫業

阿 湯

'R。

花サロン

4月 29日 より開催しています「湯沢・花のまちコンテスト」は、
今年で 3回日となりました。
今年は、コンテストの審査の行われる日に NHK出版「趣味の園
芸」編集長の原田 親さんをお招きし、「湯沢・花サロン」を開催
します。ガーデニングをされている方や花が好きな方など、気軽に
ご参加ください。

0日時 7月 19日 (土)午後2時～
0会場 湯沢高原ノつ上プの里 レストランFサントピア」
0内容 花に関するトークショーやクイズ大会を行います。
□―ズテイーやハープテイーなどドリンクサービスも
あります。

●間い合わせ 産業観光課 T[L784-4850

紫業紫業紫業紫業紫紫紫紫指紫紫業紫紫指紫紫紫業業紫業紫紫紫

体
験
で
き
る
こ
と
は
，

見
学
で
き
る
も
の
は
，

7同
'9日

に開催

(4)
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９
月
２８
日
（日
）
、
「２
０
０
３
越
後
湯
沢
秋

桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
「ラ
ン
ナ
引
ズ
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ｌ

ｉ

ｎ
越
後
湯
沢
大
会
」
を
拡
大
発
展

さ
せ
た
も
の
で
今
年
が
２
回
日
と
な
り
ま
す
。

中
央
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
湯

沢
、
土
樽
、
神
立
の
３
地
区
を
走
る
コ
ー
ス
で
、

大
源
太
を
は
じ
め
と
す
る
大
自
然
と
湯
沢
温

泉
街
を
楽
し
め
ま
す
。

ラ
ン
ナ
ー
が
気
持
ち
良
く
走
る
こ
と
が
で

き
、
再
度
湯
沢
町
を
訪
れ
た
い
と
思

っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
沿
道
で
盛

大
な
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
あ

る
い
は
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
の
ご
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

☆
大
会
参
加
申
込
締
切

８
月
２９
日

（金
）
ま
で

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
産
業
観
光
課
ま
で
）

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ス
タ
ッ
フ
の
お
願
い

大
会
当
日
、
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
の
皆
さ
ん
に

は
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【応
募
資
格
】

中
学
生
以
上
。
個
人
の
ほ
か
、
学
校
等
の
ク

ラ
ブ

・
職
場
単
位
で
の
申
し
込
み
も
可
。

町
外
の
方
も
歓
迎
。

【内
容
】

受
付

・
参
加
賞
係
、
荷
物
係
、
給
水
係
等

【日
程
】

午
前
７
時
か
ら
午
後
２
時
の
間
の
実
働
３

時
間
程
度
。
（担
当
部
署
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
）
【申
込
締
切
】

７
月
３‐
日

（木
）

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

越
後
湯
沢
秋
桜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局

（産
業
観
光
課
内
）

側
７
８
４

ｏ
４
８
５
０

駅
７
８
０

●
６
０
７
２

０
募
集
地
区

第
１
地
区

（布
場
～
西
中
）

第
２
地
区

（西
中
～
上
熊
野
）

第
３
地
区

（越
後
湯
沢
駅
東
側
）

※
い
ず
れ
も
１
□

（毎
分
５
リ
フ
ト
ル
）
単
位

０
給
湯
開
始
時
期

平
成
拒
年
１２
月
１
日

（月
）

０
給
湯
許
可
期
間

平
成
１５
年
１２
月
‐
日
～
平
成
１７
年
１１
月
３０
日

０
費
用
等

、́
◆
加
入
員
担
金

１
日
　
６
６
，
０
０
０
円

◆
工
事
費
用

（本
管
以
降
）

個
人
員
担
　
　
・

◆
使
用
料

（イ
ロ
当
た
り

。
消
費
税
別
）

‐０
３ｍ
ま
で
８
，
８
０
０
円

‐０
３ｍ
以
上
は
超
過
料
金
加
算

０
募
集
期
間

７
月
１４
日

（月
）
～
３‐
日

（木
）

０
申
込

・
問
い
合
わ
せ

水
道
課

砒
７
８
４

・
４
８
５
３

温
泉
給
湯
希
望
者
募
集

ヽ
ゴ
ヽ
ゴ
■
ｆ
ヽ
ｆ
ヽ
ｆ
ヽ
ゴ

今、麻薬・覚せい剤等の薬物乱用は世界中で急増しており、特に次代を担う若者たちに襲いかかっています。

薬物乱用は私たちの知らない間に、流行的な風潮で私たちの社会を腐食・崩壊させようとしています。

このような状況を憂慮して、世界の国々が一丸となって、薬物乱用を撲減しようという機運が国連を中心

に盛り上がってきました。国連では「YES TO LIFE,NO TO DRUGS」 (愛する自分を大

切に、薬物の乱用をなくそう)を、日本では『ダメ。ゼッタイ。』をキャッチフレーズに活動を展開しています。

『T〆。ゼw,T.J勝票協乱円賄止の合宮薫

(5)



オープンイベント ７
月
１９
日

（土
）
、
オ
ー
ロ
ラ

「屋
外
プ
ト
ル
」
が

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

お
得
な
『
定
期
券
』
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

【営
業
期
間

・
時
間
】

・
屋
内
プ
ー
ル

ーー
月
３
日

（月
）
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
８
時
３０
分

・
屋
外
プ
ー
ル

７
月
１９
日

（土
）
～
８
月
３‐
日

（日
）

午
前
９
時
鉤
分
～
午
後
５
時

【定
休
日
】

火
曜
日

（７
月
１９
日
か
ら
８
月
３‐
一日
ま
で
は
無
休
）

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

「オ
ー
ロ
ラ
」

阻
７
８
７

●
６
６
０
０

ウfbトラマンせ,スと遊膠う
～千ビ wヨT―ム大会～
☆ 7月 20日 (日 )

(午前 11時・午後 2時の 2回 )
※ご家族連れでおいでください

●0
f

ノ

密

愁

鍵

甕

髪

孝

髪

議

察

※小学校 2年生以下の子供は、必ず保護者が同伴して
干
｀マ

ください。

南魚沼郡内に住所を有する方のみ

※南魚沼郡外に る は 、 になります。
※ 4歳から小学校 2年生の子供は、保護者同伴とします。保護者 1人につき家族内の
子供 2人までが利用できる保護者同伴セットをご利用ください。

6月 の建設工事等入札結果 (落札額 250万円以上)

区 分 期間及び時間
一 般、
(高校生以上)

子 供
(r歳～中学生以下)

屋内・ 屋外プール券 7月 19日 ～ 8月 31日 1,500円 8側 円

屋 内 プ ー ル 券
4月 26日 ～ 7月 18日

9月 1日 ～ 11月 3日
900
ノ
円 500円

券ナ イ タ 午後 5時～ 8時 30分 500河 . 300円

定 期 券

区 分 一 般
(高校生以上) ◆血校姦～:単二以祠 保護者同伴セット

シ ズ  ン 券 7,500円 4,000円 7,500円

3  ヶ  月  券 5,000円 2,500円 | 5,000円

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者

管受第5号 浅貝公民館屋上防水改修工事 4, 830, 000 仰文明屋

建第2号 堀切1号線道路改良工事 16, 695, 000 仰湯沢重機建設

水第4号 石白12号線配水管新設工事 3, 150, 000 仰戸垣建設

管受第7号 土樽保育園消雪井戸増掘工事 5, 722, 500 仰中由商会湯沢営業所

下委第3号 湯沢浄化センター水処理第4系列実施設計委託 6, 090, 000 パシフィックコンサルタンツ脚新潟支社

簡第 12号 三俣簡易水道施設整備 (滅菌設備)工事 41 095, 000 新潟オーヤラックス販売脚

簡第■号 三俣簡易水道施設整備 (電気計装設備)工事 29, 4001 000 脚菱電社

簡第 10号 三俣簡易水道施設整備 (計装室築造)工事 3, 339, 000 仰文明屋

維管委第 19号 法定外公共物譲与申請図書作成委託 6, 037, 500 仰小林測量設計事務所

産観第 1号 大源太キャンプ場安全施設整備工事 3, 045, 000 衛孫新産業

簡第 13号 三俣簡易水道施設整備 (滅菌管等布設)工事 9, 450, 000 衛ときわ住設

広報ゆざわ H15,7.13  (6)
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0●0 自 衛 官 募 集 0●0

※いずれの学生も、身分は特別職国家公務員となります。

【問い合わせ】 防衛庁自衛隊新潟地方連絡部長岡出張所 TEL 0258-33-0256

推薦

9月 5日～ 9日
9月 20日 、21日

防 衛 大 学 校

幹部養成コース

理工・人文社会

修学年限 4年

卒業時「学士」

学生手当支給

学費不要 ギ

高卒 (見込含)

21歳未満の者
一般

9月 12日

～ 10月 10日

1次

■ 月 8日、9日

2次
12月 9日 ～ 12日

防衛医科大学校

医科幹部養成コース

ー般・医学教育

修学年限 6年
学生手当支給

学費不要

高卒 (見込含)

21歳未満の者

1次

11月 1日、2日

2次
12月 3日～ 5日

看 護 学 生

(男女採用)

看護士養成コース

基礎・専門科目

修学年限 3年

給与支給

高卒 (見込含)

24歳未満の者

9月 12日′

～ 10月 10日

10月 19日

11月 21日、22日
1次

2次

航 空 学 生

パイロット養成コース

修学年限 6年
2年間の基礎・専門科目
4年間のパイロット教育
給与支給  `

高卒 (見込含)

21歳未満の者

1次  9月 23日
2次  10月 18日 ～ 23日
3次 ■ 月 16日

～ 12月 12日

(3次航空受験者のみ)

一般曹候補学生
18歳以上  ,
24歳未満の者

曹 候 補 士

自衛隊の基幹要員を養成する

コース

幹部への道も開かれています

1次  9月 20日
2次 10月 11日～ 17日
(指定された 1日 )イ

2等陸。海・空士
(男女採用)

自衛官となる一般的なコース

18蔵以上
27歳、未満の者
確

8月 4日

～ 9月 10日

男子 受付時に知らせます
女子 9月 26日、27日

自 衛 隊 生 徒

学生手当支給

高卒資格取得

修学年限 4年

中卒 (見込含)

17歳未満男子

■ 月 4日 '

～ 16年 1月 6日

1次 16年 1月 10日 '

2次  16年 1月 23日
｀ 26日

錢

∞

鍮
穣

犠
麗

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。本
年
度
の
重
点
目
標
は
、
「犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪

を
犯
し
た
人
や
、
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、
人
々

が
支
え
合

っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
参
画

す
る
」
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥

っ
た
少
年
の
更
生
と
社
会

復
帰
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
を
中
心
と
し
た
行
政
機
関
が

携
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
更
生
す
る
場
は

地
域
社
会
で
あ
り
、
そ
の
更
生
と
社
会
復
帰
に
は
、
本
人
の

強
い
意
志
と
と
も
に
、
地
域
社
会
等
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
又
、
地
域
や
家
庭
か
ら
犯
罪
や
非
行
を
出
さ
な

い
た
め
に
は
、
家
庭
に
お
け
る
親
子
の
対
話
や
地
域
住
民

同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
大
切
で
す
。

〇
統

一
標
語

『
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会
』

○
第
５３
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語

一
般
募
集
八
賞
作
品

国
日
固

「通
い
合
う
　
心
が
摘
み
取
る

国

圏
「ひ
と
こ
と
の
　
優
し
さ
が
摘
む

「あ
な
た
で
す
！
　
明
る
い
社
会
の

岡

圃
「負
け
な
い
で
　
君
の
決
意
に
　
明
日
が
あ
る
■

非
行
の
芽
」

非
行
の
芽
」

サ
ポ
ー
タ
ー
」

(7)



スナツ

′、
一Ｉ
ｒ
「一〓

為日醒副曰困ユ騨

一と

聰

層

一

ま

・

'4刊

地

域

に

開

か

れ

た
障

害

者

施

設

と

し

て

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
９
月
２８
日

（日
）
に
開
催

「読
売
旗
争
奪
２
０
０
３
に
い
が

た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
オ
ー
プ

ン
大
会

ｉ

ｎ
湯
沢
町
」
が
、
湯
沢
中
央
公
園

陸
上
競
技
場

・
野
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
１
６
０
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

・
・

唾

魚
野
の
家
が
発
足
し
て
１１
年
目

に
入
り
、
地
域
生
活
支
援

セ
ン

タ
ー
み
な
み
う
お
ぬ
ま
が
併
設
さ

れ
て
か
ら
早
い
も
の
で
、
３
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
現
在
そ
の
利
用

は
、
魚
沼
の
家
拇
人
。み
な
み
う
お

ぬ
ま
娼
人
程

の
登
録

・
契
約
と

な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
広
く
地
域
の
皆
さ
ん

を
始
め
、
関
係
機
関
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
、
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

′　
両
施
設
と
も
、
創
設
以
来

一
貫

し
て
、
「地
域
に
開
か
れ
た
施
設
」

「利
用
者
が
安
心
し
て
通
え
る
施

設
」
と
し
て
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
施
設
の
最
も
大
切

に
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
障
害

を
持
つ
も
の
が
地
域
の
中
で
安
心

し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
地
域
の
人
々

か
ら
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
々
を

よ
く
理
解
し
て
頂
き
、
ご
く
自
然

体
で
近
所
づ
き
あ
い
を
し
て
も
ら

え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
施
設

そ
の
も
の
も
常
に
開
放
さ
れ
、
地

域
の
方
々
と
気
軽
に
交
流
で
き
る

よ
う
に
な

つ
て
い
る
こ
と
が
大
切

一
と
考
え
、
門
戸
を
開
い
て
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆

さ
ん
や
、
学
生
の
実
習
等
で
、
毎
日

ど
な
た
か
が
入

っ
て
い
て
、
利
用

者
に
と

つ
て
は
大
切
な
交
流
と

な

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
毎
年
恒
例
と
な

つ
て
い

る

「ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
」
が
、

今
年
は
９
月
明
日
に
決
ま
り
ま
し

た
。
今
か
ら
、
利
用
者

。
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
方
々

・
施
設
ス
タ
ン
フ

で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん

企
画
し
よ
う
と
が
ん
ば

っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力

を
頂
き
、
期
待
を
寄
せ
て
も
ら
つ

て
い
る
「バ
ザ
ー
」
も
超
目
玉
商
品

が
集
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
福
祉
ま
つ
り
や
普
段
で
も
施
設

の
そ
ば
を
通
ら
れ
た
時
は
、
い
つ

で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

り
、
障
害
者
の
作
業
風
景
を
ご
覧

に
な
り
、
激
励
の
声
を
か
け
て
頂

け
た
ら
幸
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
「地
域
に
開
か
れ
た
施
設
」

と
し
て
が
ん
ば

つ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
魚
野
の
家

色
７
７
０

・
０
８
５
７

０
み
な
み
う
お
ぬ
ま

仙
７
７
０

・
１
３
３
１

広報ゆざわ H157.13  (3)



【
採
用
予
定
数
】

・
学
校
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程約
釦
人

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
　
約
２５
人

海
洋
科
学
課
程
　
　
　
約
５
夫

航
空
課
程
　
　
　
　
　
約
１０
人

。
大
学
校
　
　
　
　
　
　
約
４５
人

【受
験
資
格
】

賭
和
５５
年
４
月
２
日

（大
学
校

学
生
は
昭
和
５８
年

４
月
２
日
）
以

降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
次
に
掲
げ

る
者
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成
１６
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。

②
十
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
平
成
１６
年
３
月
ま
で
に
十

等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み

の
考

。

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
平
成

‐６
年
３
月
ま
で
に
高
等
専
門
学

校
の
第
３
学
年
の
課
程
を
修
了

す
る
見
込
み
の
者
。

④
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し

た
者
等
人
事
院
が
①
、
②
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
誕
め
る
者
。

【試
験
日
】

・
学
校
―
次
試
験

９
月
２８
日

（日
）

２
次
試
験

１０
月
２３
日

（木
）
～
２５
日

（土
）

３
次
試
験

‐２
月
１５
日

（月
）
～
２０
日

（土
）

※
３
次
試
験
は
航
空
課
程
の
み

。
大
学
校

―
次
試
験

Ｈ
月
十
日

（土
）
～
２
日

（日
）

２
次
試
験

‐２
月
１９
日

（金
）

【申
込
受
付
期
間
】

・
学
校
７
月
２２
日

（火
）
～
８
月
５
日

（火
）

。
大
学
校

伊
月
２８
日

（木
）
～
９
月
９
日

（火
）

【身
分
等
】

入
校
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と

な
り
在
学
中
は
絵
与
が
支
絡
さ
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
．

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】
　

、

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

４

４

●
４

１

５

１

【
日
時
】

１０
月
２６
日

（日
）
午
前
１０
時
～

【
会
場
】

◆
上
逮
地
区

県
立
看
護
大
学

◆
十
逮
地
区

長
岡
技
術
科
学
大
学

◆
下
逮
地
区

新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部

県
庁

※
会
場
は
、
受
験
者

が
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
ま
．せ
ん
。

【受
験
資
格
】

保
健

・
医
療

・
福
社
に
関
す
る

国
家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の
業
務

に
５
年
以
上
従
事
し
た
経
験
が
あ

る
、
国
家
資
格
等
を
持
ち
特
別
奏

護
老
人
ホ
ー
ム
等
で
５
年
以
上
介

護

の
業
務

に
従
事
し
た
経
験
が
あ

る
な
ど
の
実
務
経
験
が
蜂
要
で
す
。

」
詳
し
く
は
お
聞

い
合
わ
せ
く
，
さ

【受
験
案
内
配
布
及
び
受
付
】

７
月

障
日

（月
）
～

８
月

１５
日

（金
）

【
聞

い
合

わ
せ
】

オ
　
〒

９
５
０

１
８
５
７
０

新
潟
県
庁

（住
所
記
載
不
要
）

高
船
福
社
保
健
課
介
護
事
業
係

砒
０
２
５
ｏ
２
８
５
●
５
５
１
１

（内
線
　
２
５
２
３
、
２
５
２
７
、

２
５
２
８
）

【対
象
】

◆
不
妊
で
悩
ん
で

い
る
夫
婦

◆
の
ば
せ
、
ほ
て
り
、
発
汗
等

の
棄

年
期
症
状
の
気

に
な
る
女
性

【
日
時
】

７
月
２８
日

（月
）

午
後
２
時
～
４
時

【
会
場
】

六
日
町
健
康
福
社
環
境
事
務
所

【
相
談
担
当
医
師
】

須
藤
　
格
悦
氏

（六
日
町
病
院
副
院
長

・
産
婦
人

科
）【申
込
締
切
】

７
月
２５
日

（金
）

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

ＴＥＬ

７

７

２

●

８

１

３

７

■湯沢町の交通事故発生状況■

6月 末現在、前年に比べ事故件数及

び負傷者数がともに減少しています。

スピードの出し過ぎや無理な追い

越しは、重大な事故につながります。

制限速度を守るとともに、十分な

車間距離を取り、ゆとりとやさしさ

の運転を心がけましょう。

今年 前年 増減

発生件数 35件 53件 -18件

死 亡 者 2人 0人 +2人

負傷者数 48人 73人 -25人

(1月 ～ 6月末現在)

実 介
護
支
援
専
門
員

女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

用水路に雑草等を流す方がいるようです。用

水路がつまる原因になります。流さないように

tて ください。ご協力をお願いします。

おう 願 帝ヽ

(9)



南
魚
沼
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員

会
で
は
、
広
く
地
域
住
民

の
防
火

意
識

の
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
防

火
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

人
選
作
品
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
じ

て
年
間

の
防
火

ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
火
災
予
防

の

な
発
、
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て

い
た

だ
き
ま
す
。

様
式
は
特
に
定

め
て

い
ま
せ
ん

の
で
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

締
切
日
は
９
月
１５
日
（月
）
で
す
。

【
痣
募

・
聞

い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員

会
事
務
骨

奮
【沼
消
防
本
部
内
）

租
７
８
２

●
５
３
３
０

血
圧
、
勤
旅
牧
化
、
糖
尿
病
な
ど

で
お
困
り

の
方
、
健
康
診
断

の
結

果
が
気

に
な

っ
て
悩
ん
で

い
る
方
、

成
人
病

の
予
防
は
、
何
か
ら
始

め

た
ら
よ

い
か

ｏ
・
・　
　
　
　
　
′

医
師
が
規
切
に
ご
相
談

に
痣
じ

ま
す
。

【
期
日

・
場
所
】

●
８
月
１４
日

（木
）

菅
外
科
医
院

（塩
沢
町
）

ｏ
８
月
２‐
日

（木
）

戎
内
病
院

全
ハ
日
町
）

【聞

い
合
わ
せ
】

南

。
比
魚
沼

・
小
十
谷
市

地
域
産
業
保
健
セ
ン
ダ
ー

砒
７
７
３

●
２
９
２
１

労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
講

習
会
で
す
。
修
了
者

に
は
技
能
講

習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
党
講
く
だ
さ

い
。

【
期
日
】

９
月

３０
日

（火
）
～

１０
月

３
日

（金
）

（訓
練
時
間
　
３‐
時
間
）

【
対
象
若
】
　
　
　
　
　
　
‘

大
型
、
大
型
特
殊
、
普
通

の
自
勤

卓
免
許
の
い
ず
れ
か
を
所
有
す
る

者

　

　

　

′

【受
講
料
】

３

１
　
０

０

０
円

（テ
キ
ス
ト
代
金
）

【定
員
】

４０
人

【申
込
締
切
】

追
月
８
日

（金
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

フ

魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
グ
ー

砒
７
７
つ

ｏ
４
５
５
４

【
期
日
】

７
月
１７
日
～
９
月
Ｈ
日
の
毎
週

木
曜
日
（た
だ
し
、
７
月
３十
日
は
休

診
し
ま
す
。
）

【
時
間
】

午
後
２
時
３０
分
～
３
時
３０
分

【
場
所
】

湯
沢
町
公
民
館
演
只
分
館

【
聞

い
合
わ
せ
】

保
健
医
療
セ
ン
ダ
ー

砒
７
８
０

●
６
５
４
３

Ａ
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
さ
い
き
す

弓
削

田
村

帆
苅

牛
木

若
井

樋
口

林

６

月

６

日

６

月

１０

日

６

月

１３

日

６

月

１６

日

６

月

２２

日

６

月

２２

日

６

月

２６

日

省
吾

さ
ん

菜
桜

さ
ん

香
介

さ
ん

千
尋

さ
ん

彩

　

さ
ん

美
羽

さ
ん

光
里

さ
ん

６
月
２０
日

　

樋
ロ
　

ツ
ル
ノ

さ
ん
　
　
（下
熊
野
、
９３
歳
）

６
月
２２
日

　

高
橋

　

一
三
二
子

さ
ん

　

（中
里
、
８７
歳
）

６
月
２５
日

　

田
村

　
ヒ
サ
コ
さ
ん

　

（布
場
、
７７
歳
）

６
月
２６
日

　

高
野

　

重
男

さ
ん

　

（
一
之
町
、
８０
歳
）

６
月
２７
日

　

南
雲
　
倉
之
助

さ
ん

　

（小
坂
、
８５
歳
）

６
月
２９
日

　

山
岸
　
　
昇
　
さ
ん
　
　
（堰
場
、
６‐
歳
）

７
月
１
日
　
　
関
　
　
芳
治

さ
ん

　

（栄
町
、
８３
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
佛
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（上
中
、
英
夫

・
礼
子
さ
ん
）

（駅
通
、
康
大

・
友
恵
さ
ん
）

（
一
之
町
、
正
敏

・
千
穂
子
さ
ん
）

（添
名
、
弘

・
セ
セ
リ
ア
さ
ん
）

（中
子
、
則
之

・
智
恵
さ
ん
）

（下
熊
野
、
恭
雄

・
美
樹
さ
ん
）

（駅
通
、
博
士

・
浩
子
さ
ん
）

固  定  資  産  税 (第 2期 )
納期限は、7月 31日⑥です。
□座振替納付の方は、7月 28日 ◎に31き落としさせ

ていただきます。

※納付は便利な「□座振替制度」もあります。・

ぜひご利用くださしヽ。

・フ
オ
ー

ン

1

セ
ン
タ
ｒ

　
　

．！

ヒ

し

t

ま
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